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研究成果の概要（和文）：本研究は、グローバルに展開するチベットの宗教文化を主な対象に、宗教を実践する
人びとの間に形成される共同性を「縁」概念に着目して解明することを目的とするものである。研究期間全体を
通じ、本研究は文献調査と現地調査の両側面から、チベットの伝統宗教ボン教における「縁」概念をめぐる考察
を進めた。文献調査では、高僧の伝記をはじめとする現地語文献の分析を行った。また現地調査では、ボン教僧
院における大規模な儀礼の参与観察を実施し、そこで出会いやつながりがどのように生じ、また語られるのかに
ついて事例を収集した。以上から縁概念とコミュニティ論と接続する視座を構築する成果を得ることができた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to clarify the community formed among people 
who practice the religion by focusing on the concept of "en”, through a case study of Tibetan Bon 
religion which has been globalized since late 20th century. Throughout the research period, this 
study has been conducted both literature study and field research to examine the concept of "en" in 
the Tibetan Bon religion. In the literature study, we mainly analyzed the biographies of monks. In 
the field survey, we observed a large-scale ritual at monasteries and collected examples of how 
encounters and connections occur and are discussed there. The results of the above research enabled 
us to construct a perspective that connects the concept of “en” and community theory.

研究分野：文化人類学

キーワード： 宗教　縁　共同性　チベット　ボン教　ポン教

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、現代社会が直面する過疎高齢化や伝統的共同体の崩壊といった状況のもとで、どのような共同性が構
築されうるのかという問題を、宗教の観点から解明する意義を持っている。とくに、アジア仏教圏特有の共同性
に関する概念である「縁」について、チベットの事例分析と人類学および関連分野におけるコミュニティ論を接
続するという学術的意義を持っている。また、これらの成果は現代社会における新たなコミュニティ作りの実践
に接続できる点で大きな社会的意義を有するものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
  
 前世紀以来、工業化、都市化、グローバル化などに伴う「伝統的」共同体の崩壊や希薄化は、
ヒトが現代の政治・社会・経済の文脈の中でいかなる共同性を構築し維持するのかという問題を
常に提起してきた。わが国においては、2000 年代後半から「無縁社会」ということばが一般的
にも注目を集め、社会における共同性の断絶と再構築が、東日本大震災等をへた地域再生の問題
とも連関しながら、重要な課題として浮上している。同時に、それは個別の地域を越えた連帯や
安全保障、災害対応といったより普遍的な問題にも開かれている。 
 本研究が「縁」に着目するのは、それが仏教思想の影響を受けたアジアの諸地域で広く共有さ
れている概念であることに起因する。日本社会を対象とした人類学・民俗学的研究では、地縁・
血縁・社縁といった概念が提起され、日本的な共同性理解の基盤となった。近年の「無縁社会」
論も、こうした枠組みの延長線に位置づけられる。この議論を、欧米の人類学が提起してきた共
同体論や「つながり relatedness/connectedness」の議論と接続する試みは、特に親族や移民研
究の分野で行われつつある。しかしその一方、当該分野の議論においては、「縁」という概念が
宗教性を色濃く帯びていることがこれまでほとんど等閑視されてきた。 
 縁や因縁、縁起といった概念は、これまで仏典等のテクスト研究を中心に扱われてきた。一方
で、この概念は実際の場面ではテクストに説かれる理念だけに還元できない多様性をもって用
いられている。そこには、仏教以外の宗教、思想の影響も認められる。本研究では、チベットの
宗教の超地域的なネットワークを追いながら、人びとの結びつきのいかなる面において「縁」が
リアリティを持つのかを調査する。それは、チベットの宗教文化の展開の最前線を解明すること
にとどまらず、他地域における「縁」概念との比較研究を通じて、アジアにおける共同性の動態
の解明へと開かれている。 
 
２．研究の目的 
 
 上記の背景にもとに、本研究はチベットの宗教、とくに伝統宗教であるボン教徒に着目し、か
れらが地域を越えて構築する共同性を、「縁」概念を手がかりにして解明することを目的とする。
具体的には、以下の項目について明らかにする。 
  
⑴ 「縁」はいかに認識され、説明されるか 
 「縁」および関連する概念（「因縁」「縁起」「因果」等）に関して、ボン教徒がどのように認
識し、説明するのかを明らかにする。文献調査としては、チベット語で書かれた僧侶の伝記にお
ける記述を分析する。フィールド調査として、中国・インド・欧米で活動する僧侶と、一般信徒
の調査を行う。両者の比較から、テクスト上の教義と実践との差異とその特徴について明らかに
する。 
⑵ チベット人の宗教ネットワーク形成における「縁」の位置づけ 
 ボン教徒のグローバルなネットワークをたどり、その形成において「縁」がどのような役割を
果たしたのかを明らかにする。ボン教徒のライフストーリーから、師や支援者との出会いや神秘
体験等のエピソードがどのように語られるのか分析する。 
⑶ 集団的宗教実践の場の形成に「縁」がいかに作用するのか 

多様な背景を持つ信徒が参加する大規模な儀礼に着目し、人びとがボン教や高僧との「縁」を
どのように語るのか、また実際にどのようなつながりが生じ維持されるのかを分析することで、
地域や民族を越えた宗教の求心力について明らかにする。 
以上から、宗教実践の場の形成と共同性の構築における「縁」概念のはたらきを包括的に解明す
ることを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 
⑴ 文献調査 

文化人類学・チベット学および関連分野の文献を参照しながら、縁に関するチベット語文献、
とくに僧侶の伝記を精読し、その中において縁と関連する概念がどのように表現されるのかを
明らかにする。この調査においては、チベット人研究者からの専門知識の提供を受けながら分析
を進める。 
⑵ フィールド調査 
 中国四川省松潘県およびインド・ヒマーチャルプラデーシュ州のボン教僧院においてフィー
ルド調査を実施する。この調査においては、まず高僧をはじめとする宗教指導者と一般信徒への
集中的なインタビューを通じて、彼らが「縁」をどのように語るのかを記録し、その傾向と特徴
を明らかにする。また、数百名規模が参加する大規模な集団的宗教実践の場において参与観察を
行い、その場において参加者のあいだにいかなる関係が構築されているのかを分析する。さらに、



儀礼の過程において生じる「一体感」や「つながり」といった感覚と、「縁」や関連する概念の
連関を調べるため、儀礼の過程を撮影機材によって記録し、映像分析と経験的記述、インタビュ
ーにおける語りの記述を組み合わせて、共同性がたちあがるメカニズムを解明する。 
 
４． 研究成果 

  

 本研究においてはまず、宗教的共同性に関する研究文献や、チベット仏教およびボン教の僧侶

による著作を対象にした調査を行い、本研究の理論的基盤の構築を目指した。その過程で、縁概

念をいくつかのカテゴリーに分類し、相互の関係について考察した。 

 文化人類学および関連分野においてもちいられてきた社会関係をあらわす概念としての縁を

「社会的縁」としてとらえ、生得的な社会関係から成長に伴って加入する組織、個人を基盤とす

るネットワークへとその変容を跡づけた。こうした変容の中で、縁は個人が自立した主体として

選び取るものとしての性格が強化されてきたことを見いだした。一方、チベット仏教をはじめと

する仏教の教理哲学で構築されてきた、世界と事物の成り立ちを説明するための縁を「哲学的縁」

としてとらえ、その用例について分析した。このカテゴリーは、インド思想から初期仏教にみら

れる因果説から、チベット仏教中観派を中心とする縁起説まで、多様な展開をとる。文献調査を

進める中で、仏教以外の宗教における類似の概念との共通点や相違点を明らかにするという課

題も提起された。これらを架橋するために、非日常的経験の中で非主体的に巻き込まれる経験を

捉えるための視座として「宗教的縁」を提起した。これまで収集してきたチベットにおける僧侶

および俗人のライフストーリーから、人生の転機となった縁の体験を抽出し、それが仏教的因果

関係で説明される場合と、むしろ説明不可能なものとして語られる場合があることを見いだし

た。 

 チベット語文献の調査においては、チベット人研究者の協力のもと、高僧の伝記の精読を行い、

その中における「縁」「因果」「業」といったことばの用例を収集した。ボン教僧侶に加えて「ツ

ォンカパ伝」や「ミラレーパ伝」など、チベット仏教の重要人物の伝記も分析対象とした。そこ

では、人生の転機となる出来事や出会いは、仏教/ボン教の教えとの縁によってもたらされるも

のであり、過去の行為に起因するものであることが示唆されるが、その具体的な過程は明示され

ない、もしくは凡人には不可知とされることが多い。そのため、この過程を解釈する際に、土着

のものを含めた多様な概念が入り込む余地があると考えられた。 

 フィールド調査については、まず 2017 年度に中国四川省成都市のボン教徒および松潘県のボ

ン教僧院を対象とした調査を行った。とくに松潘県においては、代表者が 2005 年以来調査を継

続している S 僧院の集会堂改築に伴う落慶法要の参与観察を行い、参列者と僧院のつながりに

ついての資料を収集した。並行して、ボン教僧侶のライフストーリー調査を行った。ボン教の僧

院は僧院長の系譜に基づく血縁関係と、宗教的空間を共有する地縁関係を基盤とする複雑なネ

ットワークを構築しているが、それに加えて近年個別の地域性をこえた「ボン教徒」としてのつ

ながりが大きな役割を果たしていることが明らかになった。 

 続けて 2018 年度には、インド・ヒマーチャルプラデーシュ州のボン教僧院における調査を行

った。僧院の座主就任儀礼の参与観察と、世界各地から儀礼に参加したボン教徒に対するインタ

ビュー調査を実施した。とくに、アメリカ、ニューヨークを拠点として活動するボン教僧侶と米

国人信徒に対するライフストーリー調査を重点的に行い、かれらがいかなる過程をへてボン教

と出会い、そこに「縁」のリアリティを感じるか、それを英語とチベット語でどのように表現す

るのかを調査した。そこからは、英語において「縁」が説明される場合はより主体の強化と結び

つく傾向があることが示唆された。 

 これらを踏まえて、フィールド調査で得られた資料と、文献調査の知見を組み合わせた分析を

行った。文献調査からは、「縁」概念の主に口語的な用法や前後の文脈に関する詳細な検討を手

がかりにして、仏教的な思想だけに還元できない要素を見いだし、それに偶然や幸運といった要

素が関連していること、そしてそれが実際のフィールドで聞き取りを行った人びとからはしば

しばボン教的、土着的と解釈されていることが明らかになった。フィールド調査の結果からは、

これを裏付けるように、宗教実践をめぐって発生する偶然の出会いが、共同性の構築に深く関わ

っていることが明らかになった。ここで構築されたつながりが、高僧との対話や、大規模な儀礼

への参加を通じて強化されていくことが示唆された。 

 こうした知見を補強していくために、中国のボン教僧院にルーツを持ち現在アメリカ合衆国

を拠点に活動するボン教僧侶と信者コミュニティに関する調査を計画したが、新型コロナウイ

ルス感染症の拡大によって調査実施が困難になったため、研究期間の延長を行った。しかし、延

長期間中にも状況の改善が見られなかったため、これまでに収集した資料の分析とまとめ、公刊

に向けた作業に集中した。縁と共同性に関する文献分析を哲学、宗教学分野にも拡大し、縁を仏

教的な文脈にとどまらない形でコミュニティ論と接続するための道筋を探った。そこから、異質

なもの同士の出会いが新たな共同性を生み出す過程に関する考察を行った。この問題関心は、チ



ベットと日本の比較研究を視野に、科研費基盤研究 C「『縁結び』とコミュニティ構築に関する

比較研究：日本とチベットの事例から」（課題番号：21K01067）へと引き継がれた。 

 以上からは、チベットの宗教実践をめぐるつながりの生成のメカニズムが、単にグローバルと

ローカルのせめぎ合いという枠組みでとらえられるものではなく、多様な背景を持った人びと

の偶然の出会いによって支えられていること、またその出逢いが「縁」の枠組みで語られ説明さ

れることによって、チベットの宗教的価値観の存続にも寄与していることが明らかになった。 
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